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1982年3月21日浦河沖地震の前震・本震および余震の
空間分布とそれらのメカニズム解

森谷武男・宮町宏樹・加藤 進

北海道大学理学部地球物理学教室

(昭和 58年3月9日受理)

Spatial Distribution and Mechanism Solutions for Foreshocks， Mainshock and 
Aftershocks of the Urakawa-oki Earthquake of March 21， 1982. 

By Takeo MORIY A， Hiroki MIY AMACHI 

and Susumu KATOH 

Department of Geophysics， Faculty of Science 

Hokkaido University 

(Received March 9， 1983 ) 

Spatial distribution and mechanism solutions for the foreshocks， mainshock and 

aftershocks of the Urakawa-oki earthquake of March 21， 1982 were investigated. For the 

investigation， 13 temporary seismic stations were set up in and around the aftershock area. 

Out of these stations 7 to 9 temporary stations along with 5 routine stations were effectively 

used for hypocenter determination. Hypocenters of 5 foreshocks， the mainshock and 377 

aftershocks were determined using first arrival times of P waves so as to fit travel time curve 

of a layered structure with station corrections. The structure of P wave velocities and 

station corrections were estimated from structure analyses using inversion of the P wave 

arrival time data from the earthquakes and using refraction surveys based on quarry blasts. 

The determined aftershock zone can be separated into two parts. one is located off 

Urakawa to the coast of the Hidaka region in a depth range between 18 and 35km (A region) 

and another is located in inland area of Mitsuishi in a depth range between 2 and 25km (B 

region). The A region has a dip direction of N150 E and a dip angle of 200 to 400 with an area 

of 510km2， and the B region， a dip direction of S100 E and a dip angle of 700 with an area of 

250km2
• 

Data obse円 edat temporary and routine stations give 102 mechanism solutions 

containing those of the foreshock and mainshock. Mechanism solutions for the foreshock 

and mainshock which occurred in the A region， provide maximum pressure axes trending 

toward NE-SW direction. Sixty-seven percents of the aftershocks have the direction similar 

to that of the mainshock for the maximum pressure axis. These aftershocks distribute in 

both the A and B regions homogeneously. The largest aftershock (M5.9) which occurred in 

the B region has normal fault type of mechanism solution. The greater part of aftershocks 

having normal fault type concentrate in the B region. 

In and around the Hidaka mountains situated near the junction between the 
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Northeastern ]apan arc and Kurile arc， maximum pressure axes of mechanism solutions for 

the previous earthquakes trend toward a direction range between NE-SW and E-W. The 

direction is almost perpendicular to that of slip vector of the Oceanic lithosphere. The 

contortion of mechanism solutions is a general tendency at the arc junctions. 

Characteristics of spatial distribution and mechanism solutions for the sequence of 

Urakawa-oki earthquake explain that the present earthquake is one of the large shallow 

earthquake which have occurred the western part of Hidaka mountains. 

The folded structure of the intermediate depth seismic zone just beneath the Hidaka 

mountain indicates folding or disruption of the slab of the lithosphere at the junction. The 

deformation of the slab must cause the contortion of mechanism solutions. The seismo-

logical features in and around the Hidaka mountains shows that orogenic movement of 

Hidaka mountains is developing under the special condition of the arc junction. 

1.はじめに

1982年3月21日午前11時32分，浦河沖にマク申ニチィード 7.1の地震が発生した.気象庁によ

れば，この地震の震源は， 42ロ04'N， 142
0

36'，深さ 40kmにあり，発生時刻は 3月31日11時32分

05.7秒である.この地震により浦河で震度6，札幌，苫小牧，帯広などで震度4，銀1¥路，旭川¥，

室蘭，青森など東北地方北部で震度3を記録した.震度6は北海道では初めての経験であり，日

高地方を中心にかなりの人的，物的被害をもたらした.

M7クラスの地震は，北海道太平洋岸沖では，この数10年間くりかえして発生している(字津

1968， 1972， 1973，横内他1974).しかし今回のように陸地近くに発生した例は少ない.当然のこ

とながらこの規模の地震の本震，余震に関するくわしい資料は，北海道においては皆無で、あると

ともに，全国的にみても数少ないのが実情である.

本研究の第一の目的はこの地震の前震・本震および余震の詳細な時空間分布を明らかにすると

いう基礎的な面の考察にある.これは M7クラスの地震の発生様式を研究する上に不可欠である

のはもちろん，浦河j中から日高山脈にかけての地域に発生する地震の地域的特徴を明らかにする

上でも重要である.第二の目的は北海道大学微小地震観測網の震源決定精度の考察にある.現在

の定常観測網は北海道の南半分のできるだけ広い領域をカバーするように設置されているため

に，観測点の分布は比較的荒<，震源決定能力に地域的な偏りが生じていないか検討が待たれて

いた.第三の目的は震源決定精度向上に欠かせない基礎資料の一つである地殻構造の推定にある.

日高地方から浦河沖にかけては顕著な重力異常(大亀1972)，走時異常(森谷 1972，

T AKANAMI 1982)や異常な相(清水他1979，1980)などが観測され，さらに部分的に地殻浅部(深

さ10-20kmまで)の構造が知られている (DENand HOTTA 1973， ASANO et a1.l979，藤井

他 1983).この地域は，わが国における地震活動の活発な地域の一つであり，大地震の発生する毎

にその正確な震源決定か望まれてきたが，現状はおよその地殻・上部マントル構造を仮定する資

料は充分で、はない.この点から見れば，今回の地震は上記の目的に応える重要な資料となる.第

四の目的はメカニスボム解を多く決定し，前震・本震および余震との関係，空間分布の特徴を調べ
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ることである.これは過去に発生した地震のメカニス、ム解とともに震源付近の応力の状態を知る

てがかりとなり，遺構造運動を議論する上で重要で・ある.

本報告では臨時観測によって得られたデータを中心に，主として前震・本震および余震の空間

分布およびそれらのメカニズム解について述べる.

II.臨時観測点の設置

1975年北海道大学に地震および地穀変動をテレメーターによって集中観測する方式が導入さ

れた.これを契機に北海道大学の微小地震観測点は 4点から 9点に増設されたが，そのうちの6

点は日高地方に配置され，北海道で最も地震活動の活発な日高山脈周辺，浦河沖および静内沖を

含めた太平洋岸沖での地震観測に主力が注がれている.しかし今回の地震の余震について，その

時空間的特性を考察するには，これらの観測点の空間分布はやや荒いきらいがある.また地殻構

造が複雑で、あると推定されるのでこれらの観測点で構成される微小地震観測網の震源決定精度に

ついてもその検討がいまなお課題として残されている.以上の理由により今回この観測網を補完

しつつ，余震域の空間分布を明確に把握するために，きめ細かい高感度の臨時観測を行なった.

使用された装置は，著者の 1人によって開発されたおそ送り磁気テープの直接録音方式による

長時間無人観測装置(森谷， 1971)である.これは全体に小型・軽量であって，きわめて小消費

電力であり電池電源により 1か月あるいは 2か月間，完全な無人状態で地震観測を行なうことが

できるものである.今回この装置の使用により 13点の臨時観測点で4か月以上にわたり能率的に

観測を行なうことができた.

Fig.1はこれらの臨時観測点(ム印)の位置およびテレメーターの観測点 (0印)の位置を示し

たものである.図中の斜線部分は，本報告で明らかにした余震域である.なおこれらの点に加え，

えりも (ERM)と御園 (MSN)にそれぞ、れ加速度計および変位計の各3成分を設置し余震のメ

43 。H55
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Fig. 1. Locations of routine (circles) and temporary 

(triangles) stations. Solid symbols denote 

stations used for hypocenter determination. 

Aftershock area is indicated by hatching. 
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カニズム等の考察に資することとした.Table 1に

は震源決定に使用された観測点の位置および補正値

を示す.以上の観測点のうち井寒台 (IKD)では本震

発生以前(1980年6月)から臨時観測が行なわれて

いた. したがって本震およびその直前に発生した 5

個の前震群についても比較的精度良〈震源決定する

ことカfできた.

III.前震・本震および余震の空間分布

震源決定を行なう手順として，まず観測点の多い

余震について走時残差が最も少なし震源分布が最

も整うような地殻構造モデルと観測点への補正値を

決定し，ついで観測点の少ない前震および本震につ

いて余震と全く同じ方法で震源決定計算を行なうこ

とにした.震源決定には P波初動の到着時刻のみを

使用した.この地域では Vp/Vsの値は一定ではな

く(森谷， 1983)，また規模の大きい地震では S波記

録が飽和しているからである.最終的に決定された

Pi皮速度の地殻構造モデルを Table2に示す.これ

は静内川上流における一連の砕石爆破観測の結果

(藤井他 1983)および白然地震を使用したインパー

ス法による地殻・上部マントルの構造解析(宮町他，

Table 1. Coordinates and station corre. 
ctions for routine and temporary 
statlOns. 

Code 

FYS 
Spp 

HRT 

IKD 

HOU 
KWK 

KWI 

TNK 

KMU 

MSN 

MYR 

IWN 

ERM 

ESH 

Lat. Long. Corr.(Sec.) 

42.1143 142.9960 0.5 

42.3842142.2891 l.2 

42.5724 142.2199 l.2 

42.1860 142.7540 0.4 

42.2562 142.5955 0.0 

42.3167 142.7188 0.0 

42.3214 142.5283 0.0 

42.7072 142.4184 -0.25 

42.2386 142.9672 0.0 

42.4240142.5400 0.0 

42.2900 143.2833 0.0 

42.6700 143.0460 -0.7 

42.0158 143.1614 0.3 

41.8842 14l.0112 -0.3 

Table 2. Structure parameters for hypo. 
center determination 

Layer V p Thickness 
(km/sec.) (km) 

1 4.0 8.0 

2 5.6 4.0 

3 6.3 10.0 

4 7.5 10.0 

5 8.0 160.0 

6 8.4 110.0 

1983)を参考にして決定したものである.日高山脈とその周辺における平均的な P波速度分布の

特徴は，地穀上部において 4km/sec.の低速度の層がきわめて厚いことにある.このことは従来気

象庁で市川・望月(1971)の標準的な地殻上部マントル構造の走時表によって決定されていた震

源位置には大きな系統誤差があると考えられる.たとえば本震についてみると，気象庁の決定で

は我々が決めたものより，約 20km南へ，深きも 26kmから 40kmと16km深くなっている.

震源決定された余震は， 3月24日から 5月31日までの M>3，ただし 3月29日から 4月7日

までについては M>2，および3月 21日の前震から 3月23日まで本震を含む M>4.5の地震

377個について，震源が計算された.一方観測点については，雑微動が少なし検知能力が高い 14

点を選び (Fig.1・および企印)この中 12点以上データがあれば震源計算を行なった.なお亥IJ時

精度はテレメーター観測および臨時観測共に:t0.02秒程度であり，地震波初動の読み取り精度

は:t0.03秒程度と推定される.震源決定の精度は，内陸部では震央および深さ精度共:tlkm， 

浦河沖では:t2km以内となっている. Fig.2には，このようにして決定された震央分布を示す.

余震の震央は浦河から静内にかけて海岸から陸側に約 15km海側に約 20kmの範囲に引くかの字
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型に分布している.つまり概略の分布は，海岸部の北東から南西にかけての幅約 10kmの帯状の

部分ιこれにほぼ直交する方向で南部の幅約 10kmの帯状の部分に二分されるようである.そ
して北東 南西方向つまり陸から海にかけての広がりは約 30km，北西一南東方向つまり海岸線

にほぼ平行な広がりも約 30kmある.震央の密度は北部の内陸部で高<，南部の浦河沖では低い.

これは余震活動の地域差を反映したものとはいえない.南部の浦河沖では観測網からはなれてい

るため，若干検知能力が低いと考えられるからである.

これらの余震の大部分をしめる 3月29日から 4月7日の M>2についてその時間的推移を見

これは Fig.2の震央を緯度線に投影して見た時空間分布である.北部の活たのがFig.3である.

動は 4月1日頃まで活発で、その後は次第に静穏に向かう様子が見られる.一方南部では 3月29日

から 30日にかけてやや活発な時期があり， その後は比較的静かでヰ寺に目立った活動は見られな

し¥ Fig.2で示す余震域の南端に集中している地震は 3月29日から 30日にかけて発生したもの

カず多いことカてわかる.

余震の深さ分布は後述するように，北部と南部には明瞭な差異がある.北部の深きを調べると

大部分が20kmより浅い所で起こっている.一方南部では 18kmより深い所で起こっておりそ

の下限は 33kmである.ちなみにこの余震域付近における，いわゆる太平洋プレートの沈み込み

による深発地震面の深さは 40-70kmである. この余震域とこの深発地震面との聞は 10kmほ

どはなれており，直接的な関係は見出きれない.

Fig.2には，余震の他に 5個の前震(十印)，本震 (0印)および本震の約8時間後に発生した

最大余震 (M5.9，.印)を示した.前震および本震は余震域の広がりから見ると， 浦河沖の非常

にせまい所に集中している. しかし最大余震はそれらより北へ 10kmもはなれている.これら前

震・本震および余震の空間的位置関係を把握するため， いろいろな方位の断面図を示すことにす
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Fig.4AおよびFig.4BはS15W-N 15
0

Eとこれに直交する方向の断面に震源を投影したもる.

のである.Fig.4Aの方位の断面図では余震域の形状が特徴的に表わされている.南部の余震群は

面状をなして，陸側へ深くなるように傾斜しておりこのグループには前震群と本震が含まれてい

る.一方北部のグループでは，幅が15kmの帯状で傾斜は急になっており，最大余震を含んでい

また二つのグループの震央はこの二つのグループの聞には震源の少ない部分が見られる。る.

Fig.2に示したように，海岸線付近において重なり合っていると考えられる.そこでFig.3AのA

-A'面により余震群を二つのグループに分け，それらの震央分布を調べてみた.Fig.5AはFig.4A

のA-A'面の左下側の震央分布(以下この余震群をA群と記す.)であり， Fig.5Bは同じく A-A'

三石町の海岸付近で重なり合っ面の右上側の震央分布(以下この余震群をB群と記す.)である.
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Fig. 4. Hypocentral distribution projected on to vertical 
planes striking S150W-N150E direction (4A) and W15

0 

N-
E 150 S direction (4B)_ Symbols are the same as Fig_ 3. 
A-A' in Fig. 4A is is a boundary to separate the afters-

hock zone into A and B regions. 

1，0 
Distance (km) 

。
A群につい

ては Fig.7A-Dにそれぞれ震源

分布を示した.

B群につい

以上の図を参考にして余震域の

け，余震を投影した.

ては Fig.6A-Dに，
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前震・本震を形状の概略を描いたのがFig.8である.余震域は二つの群に分けることができる.

三石町から浦河町の南西沖ないし海岸に， 18~35 kmの深さにあっ含むA群と名付けた部分は，

海岸線付近では急になり 40。となて約N15
0

Eの方向に傾斜しており，傾斜角は南端部では 20
0

，

一方B群はA群に比較すると明瞭なその面積は約 510km2である.り，上に凸の形をしている.

S WEの面としては見えにくいが，三石町の内陸部にあり，およそW10~S-E 10
0 

Nの走向で，

その面積は約 250km2である.

以上述べたように，浦河沖地震の余震分布は近年起こったM7クラスの地震，たとえば1974年

伊豆半島沖地震M6.9(石橋他 1974)，1978年伊豆大島近海地震M7.0 (津村他1978)，1978年宮城

方向へ 70
0

程度で傾斜している.

1982年浦河沖地震のそれはきわめて特県沖地震M7.4 (浜口他1979)の余震分布と比較すると，

さらに浦河沖から日高山脈にかけてこれは本震発生のメカニズムが複雑であること，異である.

の地殻構造がきわめて複雑であることを示している.
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Fig. 8. Schematic view of the after-
shock regions. 

進

IV.前震・本震および余震のメカニズム解の特徴

メカニズム解はその震源にどのような応力が作用したかを知ることができる重要な要素であ

る.IIIで示した複雑な分布をしている余震のそれぞれがどのようなメカニズム解を持ち，また前

震や本震とどのような関係にあるのか，余震のA群と B群ではどのような相異があるか興味ある

問題である.

高精度のメカニズム解を得るためには震源に対し，いろいろな方位に配置された多くの観測点

が必要で、ある.今固め場合北海道大学のテレメータ観測および日高山脈周辺の臨時観測点の他に，

札幌管区気象台発行の北海道地震火山月報，北海道大学理学部有珠火山観測所および同地球物理

学教室応用地球物理講座が行なっている道央・道北の臨時観測点で得られた P波初動の資料を使

用した.日高山脈周辺の臨時観測が開始される以前に発生した余震についてはM>4.5を，それ以

後についてはM>3_3を決定の対象とした.複双力源モデルを仮定し解を求めた結果，余震につい

ては 100個それに前進1個と本震のメカニズム解が得られた.Table 3はメカニズム解の得られ

た102個の震源リストである.前震・本震を含むM>4.9の地震8個のメカニズム解(下半球)を

Fig.9に示す. 8個の中で余震1(最大余震)と余震14を除き大体よく似た逆断層型で， 日高山

脈の走向にほぼ直交する主圧力軸を持っているのが特徴である.ところが余震1と14は正断層型

であるのがもう一つの特徴である.Fig.10に示すように他の余震のメカニズム解にはさまざまな

型が見られる.そこでFig.llおよびTable4に示すように主圧力軸の方向を三つに分け，さらに

断層の型を横ずれと縦ずれとに分けて五つの型に分類してみた.得られたメカニズム解の中には

これらの型の中間のものが少しある‘が必ずどれかの型に属するものとした.その結果 Iの範囲の

主圧力軸方向を持つ縦ずれつまり逆断層型(ID型)が最も多く 56個あり，これと同じ範囲の方

向の横ずれ成分の卓越する型(IS型)は 11個であった.つまり前震・本震と似た方向の主圧力

軸を持つ余震は全体の 67%あることになる. 2の範囲に入る最大圧縮軸の方向は，広〈北海道の

太平洋側に起る地震に最も多く見られる (ICHIKAW A 1971， KANAMORI 1971)が，わずか16個

である. 3の範囲の主圧力軸の方向つまり正断層型 (N型)は最大余震を含めて 17個である.
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Fig. 9. Mechanism solutions for the largest foreshock (F)， mainshock (M)， the largest 

aftershock (1) and major aftershocks (14， 25， 28， 41 and 95). The shaded areas in each 

mechanism solution indicate the quadrants of compression first motion of the lower 
hemisphere (equal area projection). 

次に以上のようなメカニズム解を持つ余震はどのような空間分布になっているのであろうか.

Fig.12およびFig.13は1D型の，震央および、Fig.4Aと同じ方位の断面に投影された震源であ

る. (丸で固まれであるもの).また Fig.14とFig.15はN型の震央および震源を同じ方法で示し

た.1D型は余震域中に広くはぽ一様に分布しているのが見られる.ところがN型は 17個中 13個

はB群の中にあるのが注目される.B群の中に最大余震が含まれていること (Fig.5B参照)から，

B群はメカニズム解から見ても最大余震の影響を強〈受けているといえる.その他の 15，2 D 

および25型については 1D型と同様に余震域全体に散乱しているか敬が少ないので震源の分布

図は省略する.全体的にメカニズム解の空間分布を見た場合 B群の中のN型のように一つの型

が集中することがあっても他の型が全く存在しないということはない.むしろN型以外は均質に

混在している感がある.たとえばB群には 1D型とN型が互いに非常に近い所に隣接している部

分が多〈見られる.またA群の南端部分では，五つの型全部がせまい地域に混在していることが

わかっている.余震の発生過程をメカニズム解の分布から見ると，その応力場は非常に複雑で不

規則であるといえよう.

しかし余震域全体に支配的な主圧力軸の方向は，過去にこの付近で発生した浅い地震のそれら

とよく似ている.Fig. 16には，浅い地震活動が高い三石町付近とその周辺における 25kmより浅

い地震の震央とメカニズム解を示す.それらは， 1976年から 1979年までのテレメーター観測およ

び1980年と 1981年における臨時観測とテレメーター観測によって再決定したものである.これ

らの震央はいくつかの続状に配列している.顕著なものは北西一南東の二列と南西一北東のー列で

ある.これらの方向はメカニズム解の節面と調和的であり，このことは活断層の存在を暗示して
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Fig. 11. Classification of mechanism 

solutions for the aftershocks by 

the direction range of maximum 

pressure axes. 

Table 4. Classification of mechanism solutions for aftershocks by direction range of 
maximum presswe axes and fanlt types 

V
且

一

ρiu

一

品
川
一

6

1

1

5

7

n

-

E

U

'

i

1
よ

唱

i

u
一
N
一

Fault type 

dip.slip (10) 

strike.slip (1S) 

dip.slip (2D) 

strike.slip (2S) 

normal fault (N) 

Direction range of maximum 
pressure axes indicated in Fig.ll 

唱

目

ム

唱

E
A
n
F
L
“
n
F白

qtυ

N15 E 

，f
@

 

句

@
F
@
.
r

@
@
日
‘
・
J
r
h

，

組明内

.h-L.h・

2

命

y
.. hm
J
J
.
-
a
~

〈

@@・

A
T
-
-
-
-
v
h抽

・
b
l
@
γ
・

1e・@

・
ー
ソ

Mt~-P

・
1
λ
b
r
h
r
.
-
.♂

に
haFaF

-臥

.tv・

・@山、
ι

日・

@・.• 

・

帆
、
f

D 515W 
「ーーーー

~ 20 

L 

a . 
口

80 40 
Distance (km) 

。

40 

Fig. 13. Hypocentral distribution of aftershocks 

projected on to a vertical plane striking S15
0

W. 

N150E direction. Circled dots denote aftershocks 

having lD type of mechanism solutions. 



ιr 
z削

41' 

1σ 

ιr 
阿

1982年 3月21日浦河沖地震の前震・本震および余震の空間分布とそれらのメカニズム解

申 J紅
白..;-::..:~~.ゐ庁
...--.... ...........・

‘一九

・%引

?'，0  2pkm 

1t.2"1吉 141'3σ 142"45' 

ιr 
'0 

ι" 
10 

41' 

00 

.・.・必・

ぷL:;:~~~~/:
-、:$"，:'山〈・

一-

?↑P 司O'm

1，t15 ↑42"30 142"45' 

Fig. 12. Epicentral distribution of 

aftershocks. Circled dots denote 

aftershocks having 1D type of 

mechanism solutions. 

Fig. 14. Epicentral distribution of 

aftershocks. Circled dots denote 
aftershocks having N type of 

mechanism solutions. 

S15W 
01""一一一

~20 

ζ 

n 
~ 

Cコ

40 

。

骨智合会

. .ー;ァ.勾・7
@・J・・...‘. 

・・ 46;@句~'. :ベ~:-::・

4ら尚三三.f;

40 
Oistanct" (km) 

Fig. 15. Hypocentral distribution of aftershocks 

projected on to a vertical plane striking S150W-

N15
0

E direction. Circled dots denote aftershock 

having N type mechanism solutions. 

N15 E 

80 

207 



進 f

、
， 、
司 、

、、、
も

も司 、
t 

‘ ‘ー、-句祖

.一'， ， 
、、、、、
‘ 
J 
1 

‘ 、、
、
‘ 、，一一‘ 司

附 弘、

藤樹・加宏町

• 

男・宮

• • • 

武

+(・.

谷

• 

• 

フに
本木

4(J 

3σ 

4'1' 
10' 

208 

• • • • 
• • o 1Okm 

Fig. 16. Seismicity and mechanism solutions of shallow earth-
quakes (H < 25km) in the westem part of Hidaka mountains 
since 1976. 

45 14'1'30' 



209 1982年3月21日浦河沖地震の前震・本震および余震の空間分布とそれらのメカニズム解

いる.Fig.17にはより広い地域である日高山
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それとほぼ同じであり，さらに北海道中央部，

(森谷北部におけるそれとも同じである
Fig. 17. Distribution of direction of max. 
imum pressure axes projected on the 
surface in the southern part of Hidaka 
mountains and off Urakawa since 1976. 

1981). ICHIKA WA  (1971)によれば 1932年 11

月26日の新冠川下流の地震 (M7.0)のメカ

ニズム解もほとんど東一西の主圧力軸を持つ

一方浦河沖では主圧力軸の方向は太平洋側に起った大地震などと同じ (ICHIKAWA，ている

したがって日高山脈と1971)ような方向であって日高山脈とは全く異なる.1971 ; KAN AMORI， 

これその周辺の地殻・上部マントルにはその走向に直交する圧縮力が働いていると考えられる.

は地殻変動の解析結果にも現れている(中根 1973).以上のことから浦河沖地震のメカニズム解は

浦河沖というよりはむしろ日高山脈西側の浅発地震群の特徴をよく現わしている.

浦河沖および日高山脈とその周辺における地震活動とテク卜ニクスv. 

浦河沖地震発生の舞台となった浦河沖から日高山脈とその周辺における地震活動の特徴からテ

クトニックな考察を行なってみる.
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~. 日高山脈地震 (M6.7)央分布(1970年 1月21日，
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9で深さが70kmより浅い地震が16個も発生し
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から三石を経て浦河沖に至る地域に地震が密集している.日高山脈の中心部では活動は低めであ

る.ただし広尾西方日高山脈のすぐ東側の群は 1970年日高山脈地震の余震である.そのとなり日

高山脈のすぐ西側の群は， 日高山脈南部地震とよばれており地震多発地域である.これらの深さ

分布を効果的に見るために日高山脈の走向にほぼ直交する断面 (W30'S-E 30ロN)へ.Fig.18 

のB-B'を結ぶ直線の両側それぞれ30km以内の地震を選び，その震源を投影したのがFig.19

である.これから三つの特徴をあげることができる.それらは，

i)日高山脈の周辺に浅い地震が多く，西側の部分では深さ数kmから 75kmまで広い範囲に分

布する.

ii)浦河沖で、は西方へしだいに深くなり 50-90kmに分布する.

iii) 日高山脈の東方へ向かつて深くなるが日高山脈の直下から 70-140kmの浦河沖より深い活

発な地震活動がある.

Fig.20には 3.3で示した今回の余震も加えて示した.特異な震源分布により明らかとなろう.

深さが70kmより深い地震は太平洋プレートの沈み込みによる深発地震面中に含まれるもの

である.この地震面は Fig.19・20で示したように日高山脈を境に 50kmにおよぶくいちがいが存

在する.これは構造の不均質や観測誤差では説明できない程大きい量である.このくいちがいは，

より広域の震源分布(字津 1974)あるいは火山配列や海溝軸の折れ曲がりなどから考えると，日

高山脈下の上部マントルには東北日本弧と千島弧との深発地震面の接合部分が存在することを示

している.MORIY A (1978)は北海道下のやや深発地震が日高山脈付近のマントル内で、摺曲状の分

布をしていることを示した. Fig.19・20はこのような太平洋プレートの運動と日高山脈の地殻・

上部マントル活動が密接に関係していることを示している.

一般に島弧接合部付近では沈み込むプレートがその面積を保つため大きく変形する

(KANAMORI1971. AOKI 1974). そのため応力場が変化し，地震の発震機構も変わってくる.

SIMAZAKI et a1. (1978)によれば，二つの島弧接合部付近では地震を起こす主圧力軸の方向は島

弧接合角の二等分線に直交し，プレートの沈み込む方向とは異なる.エリモ沖の海溝軸の折れ曲

がりからも明らかなように，東北日本弧と千島弧との接合角は 180'より小さい.このため沈み込

んだプレートに面積の余剰が生じ，プレートは摺曲させられるかあるいは努断きれることになる.

そしてプレート内部およびその周辺の日高山脈の地殻・上部マントルは. Fig.17のように島弧接

合角の二等分線，つまり日高山脈の走向に直交する圧縮力を受けていることになる.このように

考えると日高山脈の造山運動は現在もなおこのような島弧接合部の特殊な機構によって進行して

いるといえよう.

VI.おわりに

1982年浦河沖地震を，浦河沖および日高山脈とその周辺における地震活動の特徴と比較すれ

ば，この地震は特別なものではなく日高山脈，特にその西側に発生する地震の最大規模のものと

考えらるる.Fig.16に示した地震の中で注目されるものは. 1981年7月27日10時35分に発生
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した三石(みついし)の地震 (M4.2，深き 10km)である.この地震の余震は南西一北東に配列

し，余震域は浦河沖地震の余震域のB群の中に完全に含まれる.このような位置関係から，この

三石の地震は浦河沖地震の広義の前震と考えられる.また浦河沖地震の本震発生の約 4時間前に

M4.9の前震が発生したことや，三石の地震の発生直前約3.5秒前にも前震が発生していたこと

から考え，この地域の地震予知には前震の検出が重要な課題となるであろう.

過去に発生した大地震で重要なものは， 1931年2月28日の浦河北方の地震(M6.8)と1932年

11月26日の新冠川下流の地震 (M7.0)である.前に述べた系統的な震源位置の誤差を考慮する

と，明らかにこれらの地震は今回の浦河沖地震と閉じような日高山脈西側に発生する浅い地震群

の最大規模のものといえる.

気象庁発行の地震月報などによれば1930年代の前半は，この地域から東北地方北部にかけて地

震活動が非常に高かったと考えられる.現在の地震活動はそれほど高くはないが， 1940-1975年

ごろと比較すると，やや活発と思われるので， 日高山脈とその周辺，特に西側の地域では浦河沖

地震のような大地震に対する警戒を怠ることはできないであろう.
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